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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第42期

第３四半期連結
累計期間

第43期
第３四半期連結
累計期間

第42期
第３四半期連結
会計期間

第43期
第３四半期連結
会計期間

第42期

会計期間

自平成21年
２月１日
至平成21年
10月31日

自平成22年
２月１日
至平成22年
10月31日

自平成21年
８月１日
至平成21年
10月31日

自平成22年
８月１日
至平成22年
10月31日

自平成21年
２月１日
至平成22年
１月31日

売上高（千円） 7,039,5179,159,8452,702,7312,942,2689,738,061

経常利益（千円） 1,175,8642,634,248750,588 740,7161,942,308

四半期（当期）純利益（千円） 452,3671,915,985213,593 484,063 953,670

純資産額（千円） － － 14,429,97715,367,25914,948,726

総資産額（千円） － － 19,066,12020,476,69919,611,081

１株当たり純資産額（円） － － 1,332.671,510.771,381.93

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
44.70 189.34 21.10 47.83 94.24

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － － － －

自己資本比率（％） － － 70.7 74.7 71.3

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
1,858,7472,157,776 － － 2,674,822

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
372,421△395,415 － － △1,645,287

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△579,909△892,464 － － △663,101

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
－ － 7,689,1157,274,1856,404,289

従業員数（人） － － 612 611 611

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しているため、提出会社の主要な経営指標等の推移等については記載して

おりません。

　　　　２．売上高には消費税等は含まれておりません。

　　　　３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２【事業の内容】

　当第３四半期連結会計期間において、当社グループが営む事業の内容について、重要な変更はありません。また、

主要な関係会社における異動もありません。 

 

３【関係会社の状況】

　　 当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

  

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成22年10月31日現在

従業員数（人） 611     

　（注）従業員数は就業人員（常用パートを含んでおります。）であります。

 

(2）提出会社の状況

 平成22年10月31日現在

従業員数（人） 478     

　（注）従業員数は就業人員（当社から社外への出向者を除き、常用パートを含む。）であります。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　当第３四半期連結会計期間の生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称 金額（千円） 前年同四半期比（％）　

プラスチック成形事業及び周辺事業 2,581,105 104.6

成形機事業及び周辺事業 448,499 161.8

　合計 3,029,604 110.4

　（注）１．金額は販売価格によっております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(2）受注状況

　当第３四半期連結会計期間の受注状況を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称 受注高（千円）
前年同四半期比
（％）　

受注残高（千円）
前年同四半期比
（％）　

プラスチック成形事業及び周辺事業 2,363,070 91.6 776,832 88.5

成形機事業及び周辺事業 341,747 217.5 500,590 130.3

合計 2,704,817 98.9 1,277,422 101.2

　（注）１．金額は販売価格によっております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

(3）販売実績

　当第３四半期連結会計期間の販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称 金額（千円） 前年同四半期比（％）　

プラスチック成形事業及び周辺事業 2,489,415 100.4

成形機事業及び周辺事業 452,853 202.6

合計 2,942,268 108.9

　（注）１．金額は販売価格によっております。

 ２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

３．主要な輸出先及び輸出販売高は、次のとおりであります。

なお、（　）内は販売実績に対する輸出高の割合であります。

　

輸出先

前第３四半期連結会計期間
(自　平成21年８月１日 

  至　平成21年10月31日) 

当第３四半期連結会計期間
(自　平成22年８月１日 

  至　平成22年10月31日) 

 金額 (千円)  構成比 (％)  金額 (千円) 構成比 (％) 

欧州地域 224,888 38.5 86,747 14.3

アメリカ地域 74,732 12.8 28,132 4.6

アジア地域 283,948 48.7 491,654 81.1

合計
583,569

(21.6％)  
100.0

606,534

(20.6％)  
100.0
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４．主要な販売先及び当該販売実績の総販売実績に対する割合は、次のとおりであります。

相手先

前第３四半期連結会計期間
(自　平成21年８月１日

   至　平成21年10月31日) 

当第３四半期連結会計期間
(自　平成22年８月１日

   至　平成22年10月31日) 

金額 (千円) 割合 (％) 金額 (千円) 割合 (％) 

株式会社ＳＵＭＣＯ 981,047 36.3 914,245 31.1

丸紅株式会社 595,941 22.0 582,054 19.8

信越半導体株式会社 379,902 14.1 318,383 10.8

　

　

２【事業等のリスク】

当第３四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。
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３【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（１）業績の状況

　当第３四半期連結会計期間における世界経済は、各国の景気刺激策により回復基調となりましたが、実体経済

の改善には至っておらず、アメリカ・ヨーロッパを中心とした景気の下振れ懸念、金融市場における自国通貨

安競争、一部の国のソブリンリスクの表面化等により、不透明な状況が続きました。 

　我が国経済は、輸出の緩やかな増加や企業収益の改善、設備投資の下げ止まりなど着実に回復の兆しはあるも

のの、円相場の高止まり、雇用情勢に厳しさが残るなど、厳しい状態が続きました。

　このような状況下、当社グループの主力事業であるプラスチック成形事業におきましては、パソコンやデジタ

ル家電、スマートフォンなどの市場が堅調なことにより、半導体市場の需要も堅調に推移いたしました。

　この結果、当第３四半期連結会計期間の売上高は、2,942百万円(前年同期比8.9％増)、営業利益714百万円(前

年同期比1.4％増)、経常利益740百万円(前年同期比1.3％減)、四半期純利益は484百万円(前年同期比126.6

％増)となりました。

　

　事業の種類別セグメントの業績は、次のとおりであります。

　

（プラスチック成形事業及び周辺事業）

　当事業の主力製品である300mmシリコンウエハ出荷容器「ＦＯＳＢ」は、半導体関連市場向けシリコンウエ

ハの需要が堅調に推移したことにより、出荷量は堅調に推移しました。また、その他の工程内容器をはじめと

した半導体関連製品も同様に推移しました。

　この結果、当第３四半期連結会計期間の売上高は2,489百万円(前年同期比0.4％増)、営業利益は874百万円

(前年同期比2.2％減)となりました。

　

（成形機事業及び周辺事業）

　当事業の主力製品である成形機は、自動車関連やデジタル家電業界等に回復が見られ、設備投資需要の低迷

も一部下げ止まりつつあり、受注量も増加いたしましたが、依然として厳しい状況となっております。このよ

うな中、当社グループ内での連携を強化し、引き続きコスト削減に注力しております。

　この結果、当第３四半期連結会計期間の売上高は452百万円(前年同期102.6％増)、営業損失は14百万円(前

年同期は営業損失82百万円)となりました。

　

（２）財政状態の分析

（流動資産）

　当第３四半期連結会計期間末の流動資産は、前連結会計年度末に比べて1,446百万円増加し、13,335百万円と

なりました。これは主に、現金及び預金の増加869百万円、受取手形及び売掛金の増加269百万円、たな卸資産の

増加276百万円があったこと等によるものです。

（固定資産）

　当第３四半期連結会計期間末の固定資産は、前連結会計年度末に比べて581百万円減少し、7,140百万円となり

ました。これは主に、有形固定資産の減少357百万円、長期預金の減少200百万円があったこと等によるものであ

ります。

（流動負債）

　当第３四半期連結会計期間末の流動負債は、前連結会計年度末に比べて701百万円増加し、3,585百万円となり

ました。これは主に、支払手形及び買掛金の増加417百万円、賞与引当金の増加237百万円、未払法人税等の増加

92百万円があったこと等によるものであります。

（固定負債）

　当第３四半期連結会計期間末の固定負債は、前連結会計年度末に比べて254百万円減少し、1,524百万円となり

ました。これは主に、長期借入金の減少187百万円、負ののれんの減少82百万円があったこと等によるものであ

ります。

（純資産）

　当第３四半期連結会計期間末の純資産は、前連結会計年度末に比べて418百万円増加し、15,367百万円となり

ました。これは主に、連結子会社株式の追加取得をはじめとした少数株主持分の減少885百万円、配当金の支払

607百万円等があったものの、四半期純利益1,915百万円の計上があったこと等によるものであります。

　

（３）キャッシュ・フローの状況

　当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前四半期連結会計期
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間末に比べ578百万円増加し、7,274百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当第３四半期連結会計期間における営業活動の結果得られた資金は、635百万円(前年同期比27.1％減)となり

ました。これは主に、法人税等の支払額476百万円等があったものの、税金等調整前四半期純利益760百万円、減

価償却費153百万円を計上したこと等により資金が増加したことによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当第３四半期連結会計期間における投資活動の結果得られた資金は、348百万円(前年同期比64.1％減)となり

ました。連結子会社株式の追加取得による支出89百万円等があったものの、定期預金の払戻による収入500百万

円を計上したこと等により資金が増加したことによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当第３四半期連結会計期間における財務活動の結果使用した資金は、405百万円(前年同期比544.6％減)とな

りました。配当金の支払額303百万円、長期借入金の返済による支出101百万円を計上したこと等により資金が

減少したことによるものであります。

 

（４）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（５）研究開発活動

　当第３四半期連結会計期間における当社グループの研究開発活動の金額は、34百万円であります。なお、当第

３四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な変更はありません。 

 

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第３四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末に計画中であった重要な設備の新設、除却等につ

いて、重要な変更はありません。 また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はあり

ません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 28,800,000

計 28,800,000

 ②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成22年10月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成22年12月10日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 10,120,000　 10,120,000

大阪証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）　

単元株式数

100株 

計 10,120,000 10,120,000 － －

 　

（２）【新株予約権等の状況】

　　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。 

  

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成22年８月１日～

平成22年10月31日
－ 10,120,000－ 1,111,000－ 1,310,000

 

（６）【大株主の状況】

当第３四半期会計期間において、フィデリティ投信株式会社及びその共同保有者であるエフエムアール　エル

エルシー（ＦＭＲ　ＬＬＣ）から平成22年９月29日付の大量保有報告書の写しの送付があり、平成22年９月22

日現在でそれぞれ以下のとおり株式を保有している旨の報告を受けておりますが、株主名簿の記載内容が確認

できないため、当社として実質所有株式数の確認ができません。

　氏名又は名称 住所
保有株券等の数

（株）

株券等保有割合

（％）

　フィデリティ投信株式会社 　東京都港区虎ノ門四丁目３番１号 　株式　　　　700 　0.01　

　エフエムアール　エルエルシー

（ＦＭＲ　ＬＬＣ）

　米国　02109　マサチューセッツ州ボス

　トン、デヴォンシャー・ストリート82
　株式　1,158,200 　11.44
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（７）【議決権の状況】

　　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

　　載することができないことから、直前の基準日（平成22年７月31日）に基づく株主名簿による記載をしており

　　ます。　

　

①【発行済株式】

　 平成22年10月31日現在

区分  株式数（株） 議決権の数（個） 内容 

 無議決権株式  －  －  －

 議決権制限株式（自己株式等）  －  －  －

 議決権制限株式（その他）  －  －  －

 完全議決権株式（自己株式等）  普通株式　　　　　 　700  －  －

 完全議決権株式（その他）  普通株式　　　10,117,600 101,176  －

 単元未満株式  普通株式　　　　　 1,700  －  －

 発行済株式総数 　　　10,120,000  －  －

 総株主の議決権  － 101,176  －

 

 ②【自己株式等】

　 平成22年10月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所 
自己名義所有株式

数（株） 

他人名義所有株式

数（株） 

所有株式数の合計

（株） 

発行済株式総数に対

する所有株式数の割

合（％） 

ミライアル株式会社
東京都豊島区

西池袋1-18-2 
700 － 700 0.00

 計  － 700 － 700 0.00

 

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成22年
２月

３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月

最高（円） 2,425 2,250 2,971 2,999 2,860 2,535 2,265 2,085 1,990

最低（円） 1,995 2,100 2,170 2,250 2,456 2,261 1,702 1,707 1,785

　（注）　最高・最低株価は、平成22年３月31日以前はジャスダック証券取引所におけるものであり、平成22年４月１日

　　　　以降は、大阪証券取引所（JASDAQ市場）におけるものであります。なお、大阪証券取引所（JASDAQ市場）は、同

　　　　取引所ヘラクレス市場及びNEO市場とともに、新たに開設された同取引所JASDAQに統合されており、平成22年10

　　　　月12日付で大阪証券取引所JASDAQ（スタンダード）に上場となっています。

       

３【役員の状況】

　　　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、平成22年６月１日付で、以下のとおり役員の異動がありました。

　新役職名　 氏名　 旧役職名　

　専務取締役人事総務部、経理部、システム部管掌 　脇　新市 　専務取締役経理部長兼人事総務部管掌

　取締役熊本事業所長兼経営企画室管掌 　山脇　秀夫 　取締役熊本事業所長兼経営企画室長　
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第３四半期連結会計期間（平成21年８月１日から平成21年10月31日まで）及び前第３四半期連結累計期間

（平成21年２月１日から平成21年10月31日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第３四半期連結

会計期間（平成22年８月１日から平成22年10月31日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成22年２月１日から

平成22年10月31日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間（平成21年８月１日から平

成21年10月31日まで）及び前第３四半期連結累計期間（平成21年２月１日から平成21年10月31日まで）に係る四半

期連結財務諸表並びに当第３四半期連結会計期間（平成22年８月１日から平成22年10月31日まで）及び当第３四半

期連結累計期間（平成22年２月１日から平成22年10月31日まで）に係る四半期連結財務諸表について、有限責任監査

法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年10月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年１月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 9,524,185 8,654,289

受取手形及び売掛金 2,489,635 2,219,832

商品及び製品 ※3
 403,661 311,989

仕掛品 ※3
 402,613 301,491

原材料及び貯蔵品 160,194 76,859

繰延税金資産 307,479 202,862

その他 60,019 132,515

貸倒引当金 △11,979 △10,895

流動資産合計 13,335,811 11,888,946

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 ※2
 5,068,997

※2
 5,068,286

減価償却累計額及び減損損失累計額 △2,894,503 △2,768,509

建物及び構築物（純額） 2,174,494 2,299,776

機械装置及び運搬具 6,074,178 6,051,895

減価償却累計額及び減損損失累計額 △5,251,513 △5,056,188

機械装置及び運搬具（純額） 822,664 995,706

土地 ※2
 2,413,768

※2
 2,413,768

その他 3,761,598 3,732,269

減価償却累計額及び減損損失累計額 △3,322,681 △3,233,881

その他（純額） 438,917 498,388

有形固定資産合計 5,849,845 6,207,640

無形固定資産

その他 59,006 41,935

無形固定資産合計 59,006 41,935

投資その他の資産

投資有価証券 81,595 52,074

長期預金 200,000 400,000

繰延税金資産 217,843 229,419

その他 732,597 791,065

投資その他の資産合計 1,232,036 1,472,558

固定資産合計 7,140,888 7,722,134

資産合計 20,476,699 19,611,081
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年10月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年１月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,473,188 1,055,371

1年内返済予定の長期借入金 249,825 347,518

賞与引当金 513,024 275,217

受注損失引当金 ※3
 19,047 3,751

製品保証引当金 2,833 3,772

未払法人税等 785,997 693,951

その他 541,118 504,022

流動負債合計 3,585,033 2,883,603

固定負債

長期借入金 502,188 689,761

退職給付引当金 375,553 362,931

役員退職慰労未払金 145,062 145,062

繰延税金負債 262,077 261,519

負ののれん 151,450 233,893

その他 88,073 85,583

固定負債合計 1,524,406 1,778,751

負債合計 5,109,439 4,662,354

純資産の部

株主資本

資本金 1,111,000 1,111,000

資本剰余金 1,310,000 1,310,000

利益剰余金 12,882,241 11,573,409

自己株式 △4,325 △4,281

株主資本合計 15,298,915 13,990,127

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △11,039 △6,003

評価・換算差額等合計 △11,039 △6,003

少数株主持分 79,384 964,601

純資産合計 15,367,259 14,948,726

負債純資産合計 20,476,699 19,611,081
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成21年２月１日
　至　平成21年10月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年２月１日
　至　平成22年10月31日)

売上高 7,039,517 9,159,845

売上原価 4,744,400 5,291,460

売上総利益 2,295,117 3,868,384

販売費及び一般管理費 ※1
 1,320,969

※1
 1,457,529

営業利益 974,147 2,410,855

営業外収益

受取利息 21,941 20,156

受取配当金 431 367

負ののれん償却額 82,442 82,442

保険返戻金 43,428 136,121

受取賃貸料 13,729 12,931

補助金収入 54,785 －

その他 6,150 10,929

営業外収益合計 222,909 262,948

営業外費用

支払利息 16,896 11,866

減価償却費 － 26,386

その他 4,295 1,302

営業外費用合計 21,192 39,555

経常利益 1,175,864 2,634,248

特別利益

貸倒引当金戻入額 5,506 －

賞与引当金戻入額 13,428 －

製品保証引当金戻入額 7,579 938

負ののれん発生益 － 175,584

企業立地促進補助金 － 199,525

その他 4,679 4,623

特別利益合計 31,193 380,671

特別損失

固定資産除却損 5,419 101

減損損失 ※2
 373,779 －

投資有価証券評価損 － 2,863

事業構造改善費用 ※3
 31,608 －

訴訟関連損失 67,226 －

その他 3,492 －

特別損失合計 481,526 2,965

税金等調整前四半期純利益 725,531 3,011,954

法人税、住民税及び事業税 656,816 1,240,798

法人税等還付税額 △63,017 △47,443

法人税等調整額 △189,958 △89,140

法人税等合計 403,840 1,104,214

少数株主損失（△） △130,676 △8,246

四半期純利益 452,367 1,915,985
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第３四半期連結会計期間
(自　平成21年８月１日
　至　平成21年10月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成22年８月１日
　至　平成22年10月31日)

売上高 2,702,731 2,942,268

売上原価 1,553,660 1,761,109

売上総利益 1,149,070 1,181,159

販売費及び一般管理費 ※1
 444,294

※1
 466,662

営業利益 704,775 714,497

営業外収益

受取利息 7,758 6,522

負ののれん償却額 27,480 27,480

保険返戻金 4,950 562

受取賃貸料 4,021 4,414

補助金収入 7,836 －

その他 472 828

営業外収益合計 52,519 39,807

営業外費用

支払利息 5,193 3,597

減価償却費 － 8,753

損害賠償金 1,370 －

その他 143 1,237

営業外費用合計 6,706 13,588

経常利益 750,588 740,716

特別利益

固定資産売却益 3,500 －

貸倒引当金戻入額 1,725 －

製品保証引当金戻入額 2,394 △1,461

負ののれん発生益 － 19,464

その他 661 1,599

特別利益合計 8,281 19,602

特別損失

減損損失 ※2
 363,974 －

訴訟関連損失 67,226 －

その他 3,492 －

特別損失合計 434,694 －

税金等調整前四半期純利益 324,176 760,319

法人税、住民税及び事業税 401,867 375,008

法人税等還付税額 △1,303 △47,222

法人税等調整額 △224,376 △47,856

法人税等合計 176,187 279,929

少数株主損失（△） △65,605 △3,673

四半期純利益 213,593 484,063
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成21年２月１日
　至　平成21年10月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年２月１日
　至　平成22年10月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 725,531 3,011,954

減価償却費 691,100 447,805

減損損失 373,779 －

負ののれん償却額 △82,442 △82,442

負ののれん発生益 － △175,584

貸倒引当金の増減額（△は減少） △5,545 1,084

賞与引当金の増減額（△は減少） 153,209 237,807

退職給付引当金の増減額（△は減少） △19,599 12,621

製品保証引当金の増減額（△は減少） △7,579 △938

受注損失引当金の増減額（△は減少） 18,877 15,296

受取利息及び受取配当金 △22,373 △20,523

支払利息 16,896 11,866

為替差損益（△は益） 73 0

保険返戻金 △43,428 △136,121

投資有価証券評価損益（△は益） － 2,863

固定資産除却損 5,419 101

固定資産売却損益（△は益） △3,500 △3,023

売上債権の増減額（△は増加） △11,675 △269,802

たな卸資産の増減額（△は増加） 385,165 △276,128

その他の流動資産の増減額（△は増加） 50,798 71,681

仕入債務の増減額（△は減少） 19,536 417,817

未払消費税等の増減額（△は減少） △130,950 41,693

その他の流動負債の増減額（△は減少） △106,552 △13,183

その他の固定負債の増減額（△は減少） △17,043 △34,661

その他 △526 △40

小計 1,989,174 3,260,140

利息及び配当金の受取額 19,473 21,546

利息の支払額 △18,505 △12,869

法人税等の支払額 △277,611 △1,158,485

法人税等の還付額 146,216 47,443

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,858,747 2,157,776
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成21年２月１日
　至　平成21年10月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年２月１日
　至　平成22年10月31日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △600,000 △500,000

定期預金の払戻による収入 1,050,000 700,000

有形及び無形固定資産の取得による支出 △123,399 △51,761

有形及び無形固定資産の売却による収入 3,500 3,907

子会社株式の取得による支出 － △701,250

投資有価証券の取得による支出 △593 △40,901

保険積立金の積立による支出 △99,433 △85,698

保険積立金の払戻による収入 140,298 280,617

その他 2,049 △328

投資活動によるキャッシュ・フロー 372,421 △395,415

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入れによる収入 250,000 －

長期借入金の返済による支出 △526,332 △285,266

自己株式の取得による支出 － △44

配当金の支払額 △303,577 △607,153

財務活動によるキャッシュ・フロー △579,909 △892,464

現金及び現金同等物に係る換算差額 0 △0

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,651,259 869,896

現金及び現金同等物の期首残高 6,037,855 6,404,289

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 7,689,115

※
 7,274,185
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年２月１日
至　平成22年10月31日）

会計処理基準に関する事項の変更

　

（売上高及び売上原価の計上基準の変更）

　第１四半期連結会計期間より、「工事契約に関する会計基準」（企業会計基

準第15号　平成19年12月27日）及び「工事契約に関する会計基準の適用指

針」（企業会計基準適用指針第18号　平成19年12月27日）を適用し、第１四半

期連結会計期間に着手した工事契約から、当会計基準及び適用指針に該当し、

進捗部分について成果の確実性が認められる工事契約については、工事進行

基準（工事の進捗率の見積は原価比例法）を適用しております。これによる

損益に与える影響はありません。

　

【簡便な会計処理】

該当事項はありません。

 

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

該当事項はありません。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第３四半期連結会計期間末
（平成22年10月31日）

前連結会計年度末
（平成22年１月31日）

　１.偶発債務 

　　　(1)債務保証

　下記の関係会社取引先の金融機関に対する債務

について債務保証を行っております。　　 

　  保証先 金額 

 石元　忠義 2,254千円

 桑原　憲雄 2,284 

 ㈲玉屋化成 118 

 合計 4,657 

　　　

　

　下記の関係会社取引先のリース会社とのリース

契約に対する債務について債務保証を行ってお

ります。　　　　 

　  保証先 金額 

　 ㈱シントワ 2,030千円

 バンブートライ㈱ 110 

 合計 2,140 

　 

　

※２.担保資産

　担保に供されている資産について、事業の運営

において重要なものであり、かつ、前連結会計年

度の末日に比べて著しい変動が認められるものは

次のとおりであります。　　　

　 建物 1,914,014千円

 土地 1,621,351 

 合計 3,535,365 

　

※３.損失が見込まれる受注契約に係るたな卸資産と受注

　損失引当金は、相殺せずに両建てで表示しております。

　損失の発生が見込まれる受注契約に係るたな卸資産の　

うち、受注損失引当金に対応する額は2,938千円（うち、

商品及び製品611千円、仕掛品2,327千円）であります。　　

　

　１.偶発債務 

　　　(1)債務保証

　下記の関係会社取引先の金融機関に対する債務

について債務保証を行っております。　　 

　  保証先 金額 

 石元　忠義 5,398千円

 桑原　憲雄 2,572 

 ㈲玉屋化成 1,178 

 オノダ精機㈱ 752 

 合計 9,901 

 

　下記の関係会社取引先のリース会社とのリース

契約に対する債務について債務保証を行ってお

ります。　 

　  保証先 金額 

 ㈱シントワ 4,150千円

 清水工業㈱ 177 

 バンブートライ㈱ 165 

 合計 4,492 

　

※２.担保資産

　

　

　

　

　 建物 2,029,140千円

 土地 1,708,664 

 合計 3,737,805 

　

　　　　　　　　　────────
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（四半期連結損益計算書関係）

前第３四半期連結累計期間
（自　平成21年２月１日
至　平成21年10月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年２月１日
至　平成22年10月31日）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

　は、次のとおりであります。

　　給料 253,438 千円

　　賞与引当金繰入額 72,686  

※２　当第３四半期連結累計期間において、以下の資産グ

    ループについて減損損失を計上しております。

場所 用途　 種類
減損損失

(千円)　

熊本県菊池市 遊休資産

建物・機械装

置・工具器具

備品・土地

　　363,974

山口県美祢市

　
事業資産

建物・その他

無形固定資産　
　    9,417

埼玉県川口市 事業資産
建物・工具器

具備品　
    　　386

　資産のグルーピングは、管理会計上の区分に基づき決定し

ており、遊休資産については、個々の資産ごとに減損損失の

認識の判定及び測定を決定しております。

　遊休資産については、現時点において今後の稼動見込みが

乏しいと判断したことから、帳簿価額を回収可能価額まで

減額し当該減少価額を減損損失として特別損失に計上して

おります。減損損失の内訳は建物及び構築物207,509千円、

機械装置115,088千円、工具器具備品5,474千円、土地35,902

千円であります。

　事業資産については収益性が低下したため、各資産の帳簿

価額を回収可能価額まで減額し、当該減少価額を減損損失

として特別損失に計上しております。減損損失の内訳は建

物及び構築物9,482千円、工具器具備品135千円、その他無形

固定資産185千円であります。

　なお、減損損失の測定における回収可能価額は正味売却額

により測定しており、不動産鑑定評価額に基づき評価して

おります。

※３　事業構造改善費用

　当社連結子会社の事業構造改革の実施に伴ない発生する

希望退職者に対する特別加算金及び再就職支援に係わる費

用であります。

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

　は、次のとおりであります。

　　給料 282,007 千円

　　賞与引当金繰入額 100,570  

　　　　　　　　　────────

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　　　　　　　　　

　　　　　　　　　────────
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前第３四半期連結会計期間
（自　平成21年８月１日
至　平成21年10月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年８月１日
至　平成22年10月31日）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

　は、次のとおりであります。

　　給料 87,270 千円

　　賞与引当金繰入額 25,475  

※２　当第３四半期連結会計期間において、以下の資産グ

    ループについて減損損失を計上しております。

場所 用途　 種類
減損損失

(千円)　

熊本県菊池市　 遊休資産　

建物・機械装

置・工具器具

備品・土地

363,974

　資産のグルーピングは、管理会計上の区分に基づき決定し

ており、遊休資産については、個々の資産ごとに減損損失の

認識の判定及び測定を決定しております。

　遊休資産については、現時点において今後の稼動見込みが

乏しいと判断したことから、帳簿価額を回収可能価額まで

減額し当該減少価額を減損損失として特別損失に計上して

おります。減損損失の内訳は建物及び構築物207,509千円、

機械装置115,088千円、工具器具備品5,474千円、土地35,902

千円であります。

　なお、遊休資産の減損損失の測定における回収可能価額は

正味売却額により測定しており、不動産鑑定評価額に基づ

き評価しております。

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

　は、次のとおりであります。

　　給料 96,745 千円

　　賞与引当金繰入額 32,664  

　　　　　　　　　────────
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第３四半期連結累計期間
（自　平成21年２月１日
至　平成21年10月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年２月１日
至　平成22年10月31日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

  対照表に掲記されている科目の金額との関係 

（平成21年10月31日） 

現金及び預金勘定 7,939,115 千円

預入期間が３ヶ月を超える

　定期預金 △250,000 
 

現金及び現金同等物 7,689,115  

　

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

  対照表に掲記されている科目の金額との関係 

（平成22年10月31日）　

現金及び預金勘定 9,524,185 千円

預入期間が３ヶ月を超える

　定期預金 △2,250,000 
 

現金及び現金同等物 7,274,185  

　

　

（株主資本等関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成22年10月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自　平成22年２月１日　至　

平成22年10月31日）

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式  　　10,120,000株

 

２．自己株式の種類及び株式数

普通株式 　　　　　　778株

  

３．配当に関する事項

配当金支払額 

決議 株式の種類

配当金

の総額

（千円）

１株当たり

配当額

(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年４月23日

定時株主総会 
普通株式  303,577  30平成22年１月31日平成22年４月26日利益剰余金

平成22年９月９日

取締役会　　　　　　　　

　　　　　　　　　

普通株式  303,576  30平成22年７月31日平成22年10月12日利益剰余金
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

          前第３四半期連結会計期間（自平成21年８月１日　至平成21年10月31日）

 

プラスチック
成形事業及び
周辺事業
（千円）

成形機事業及
び周辺事業
（千円）

計　　　　　　　　
（千円）

消去又は全
社　　　　　　　　　
　　　　　（千
円）

連結
（千円）

売上高 　 　 　 　 　

(1）外部顧客に対する売

上高
2,479,219223,5112,702,731 － 2,702,731

(2）セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ － － － －

計 2,479,219223,5112,702,731 － 2,702,731

営業利益又は営業損失(△) 893,693△82,565 811,127△106,352704,775

　 

          当第３四半期連結会計期間（自平成22年８月１日　至平成22年10月31日）

 

プラスチック
成形事業及び
周辺事業
（千円）

成形機事業及
び周辺事業
（千円）

計　　　　　　　　
（千円）

消去又は全
社　　　　　　　　　
　　　　　（千
円）

連結
（千円）

売上高 　 　 　 　 　

(1）外部顧客に対する売

上高
2,489,415452,8532,942,268 － 2,942,268

(2）セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ － － － －

計 2,489,415452,8532,942,268 － 2,942,268

営業利益又は営業損失(△) 874,110△14,407 859,703△145,205714,497

　 

          前第３四半期連結累計期間（自平成21年２月１日　至平成21年10月31日）

 

プラスチック
成形事業及び
周辺事業
（千円）

成形機事業及
び周辺事業
（千円）

計　　　　　　　　
（千円）

消去又は全
社　　　　　　　　　
　　　　　（千
円）

連結
（千円）

売上高 　 　 　 　 　

(1）外部顧客に対する売

上高
6,209,904829,6127,039,517 － 7,039,517

(2）セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ 4,499 4,499 △4,499 －

計 6,209,904834,1117,044,016△4,4997,039,517

営業利益又は営業損失(△) 1,532,397△206,2641,326,132△351,985974,147
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          当第３四半期連結累計期間（自平成22年２月１日　至平成22年10月31日）

 

プラスチック
成形事業及び
周辺事業
（千円）

成形機事業及
び周辺事業
（千円）

計　　　　　　　　
（千円）

消去又は全
社　　　　　　　　　
　　　　　（千
円）

連結
（千円）

売上高 　 　 　 　 　

(1）外部顧客に対する売

上高
7,855,0891,304,7569,159,845 － 9,159,845

(2）セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ 210 210 △210 －

計 7,855,0891,304,9669,160,055△210 9,159,845

営業利益 2,832,35811,1702,843,529△432,6742,410,855

　（注）１．事業の区分の方法

　          事業は、製品の種類及び市場の類似性を考慮して区分しております。

　　　　２. 各区分に属する主要な製品

事業区分 主要な役務又は製品

プラスチック成形事業及び周辺事業 半導体関連製品、その他製品及び関連製品の製造販売

成形機事業及び周辺事業 成形機、金型及び関連製品の製造販売 

３．会計処理の方法の変更

　前第３四半期連結累計期間　

　（棚卸資産の評価に関する会計基準）

　「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」 １．(1)に記載のとおり、第

１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」(企業会計基準第９号　平成18年７

月５日公表分)が適用されたことに伴い、主として移動平均法による原価法(貸借対照表価額につい

ては収益性の低下に基づく簿価切り下げの方法)に変更しております。この変更に伴い、従来の方法

によった場合に比べて、営業利益が、プラスチック成形事業及び周辺事業で12,307千円減少しており

ます。

（リース取引に関する会計基準の適用）

　「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」１．(2)に記載のとおり、第

１四半期連結会計期間より、「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準第13号（平成５年６

月17日（企業会計審議会第一部会）、平成19年３月30日改正））及び「リース取引に関する会計基

準の適用指針」（企業会計基準適用指針第16号（平成６年１月18日（日本公認会計士協会　会計制

度委員会）、平成19年３月30日改正））を適用しております。この変更に伴い、従来の方法によった

場合に比べて、プラスチック成形事業及び周辺事業、成形機事業及び周辺事業及び全社に与える影響

は軽微であります。　

　　

【所在地別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間（自平成21年８月１日　至平成21年10月31日）及び当第３四半期連結会計期間（自

平成22年８月１日　至平成22年10月31日） 

　全セグメントの売上高の合計額に占める「本邦」の割合が90%を超えているため、所在地別セグメント情報の

記載を省略しております。

　

前第３四半期連結累計期間（自平成21年２月１日　至平成21年10月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自

平成22年２月１日　至平成22年10月31日） 

　全セグメントの売上高の合計額に占める「本邦」の割合が90%を超えているため、所在地別セグメント情報の

記載を省略しております。
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【海外売上高】

前第３四半期連結会計期間（自平成21年８月１日　至平成21年10月31日）

 欧州地域 アジア地域 アメリカ地域 計

Ⅰ　海外売上高（千円） 224,888 283,948 74,732 583,569

Ⅱ　連結売上高（千円） － ─ ─ 2,702,731

Ⅲ　連結売上高に占める海外売上

高の割合（％）
8.3 10.5 2.8 21.6

　（注）１．地域は、地理的近接度により区分しております。

 ２．各区分に属する主な国または地域

(1)欧州地域…………ドイツ、フランス

(2)アジア地域………韓国、台湾、中国

(3)アメリカ地域……アメリカ

３．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国または地域における売上高であり、当社の把握し

ている商社等を通じて行った輸出を含めております。

　

当第３四半期連結会計期間（自平成22年８月１日　至平成22年10月31日）

 欧州地域 アジア地域 アメリカ地域 計

Ⅰ　海外売上高（千円） 86,747 491,654 28,132 606,534

Ⅱ　連結売上高（千円） － ─ ─ 2,942,268

Ⅲ　連結売上高に占める海外売上

高の割合（％）
2.9 16.7 1.0 20.6

　（注）１．地域は、地理的近接度により区分しております。

 ２．各区分に属する主な国または地域

(1)欧州地域…………ドイツ、フランス

(2)アジア地域………韓国、台湾、中国

(3)アメリカ地域……アメリカ

３．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国または地域における売上高であり、当社の把握し

ている商社等を通じて行った輸出を含めております。

　

前第３四半期連結累計期間（自平成21年２月１日　至平成21年10月31日）

 欧州地域 アジア地域 アメリカ地域 計

Ⅰ　海外売上高（千円） 554,900 716,859 125,936 1,397,696

Ⅱ　連結売上高（千円） ─ ─ ─ 7,039,517

Ⅲ　連結売上高に占める海外売上

高の割合（％）
7.9 10.2 1.8 19.9

　（注）１．地域は、地理的近接度により区分しております。

 ２．各区分に属する主な国または地域

(1)欧州地域…………ドイツ、フランス

(2)アジア地域………韓国、台湾、中国

(3)アメリカ地域……アメリカ

３．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国または地域における売上高であり、当社の把握し

ている商社等を通じて行った輸出を含めております。
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　当第３四半期連結累計期間（自平成22年２月１日　至平成22年10月31日）

 欧州地域 アジア地域 アメリカ地域 計

Ⅰ　海外売上高（千円） 638,061 1,405,429 143,606 2,187,097

Ⅱ　連結売上高（千円） ─ ─ ─ 9,159,845

Ⅲ　連結売上高に占める海外売上

高の割合（％）
7.0 15.3 1.6 23.9

　（注）１．地域は、地理的近接度により区分しております。

 ２．各区分に属する主な国または地域

(1)欧州地域…………ドイツ、フランス

(2)アジア地域………韓国、台湾、中国

(3)アメリカ地域……アメリカ

３．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国または地域における売上高であり、当社の把握し

ている商社等を通じて行った輸出を含めております。

 

（有価証券関係）

　有価証券の四半期連結貸借対照表価額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動はありま

せん。 

 

（デリバティブ取引関係）

　当社グループは、デリバティブ取引には、ヘッジ会計を適用しているため、該当事項はありません。 

 

（ストック・オプション等関係）

該当事項はありません。 
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（企業結合等関係）

当第３四半期連結会計期間（自　平成22年８月１日　至　平成22年10月31日）

共通支配下の取引等

１．結合当事企業の名称及びその事業の内容、企業結合の法的形式、結合後企業の名称並びに取引の目的を含

む取引の概要

(1)結合当事企業の名称及びその事業の内容

結合当事企業の名称　　株式会社山城精機製作所

事業の内容　　        成形機事業及び周辺事業

(2)企業結合日

　平成22年10月25日

(3)企業結合の法的形式

   株式取得（追加取得）

(4)結合後企業の名称

　  変更ありません。

(5)取引の目的を含む取引の概要

連結経営の柔軟性及び効率性を追求するため、少数株主が保有する株式の一部を平成22年10月25日付で

取得したものであります。

２．実施した会計処理の概要

　「企業結合に係る会計基準」（企業会計基準第21号 平成20年12月26日）及び「企業結合会計基準及び事

業分離等会計基準に関する適用指針（企業会計基準適用指針第10号　平成20年12月26日）」に基づき、少数

株主との取引として処理しております。

３．被取得企業の取得原価及びその内訳

 (1)被取得企業の取得原価

    89百万円

 (2)取得原価の内訳

    現金及び預金　89百万円

４．負ののれんの発生益の金額及び発生原因

 (1)負ののれんの発生益の金額

    19百万円

 (2)発生原因

　企業結合時の時価純資産のうち少数株主に帰属する金額が取得原価を上回ったため、その差額を負のの

れんとして認識いたしました。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末
（平成22年10月31日）

前連結会計年度末
（平成22年１月31日）

１株当たり純資産額 1,510.77円 １株当たり純資産額 1,381.93円

２．１株当たり四半期純利益金額

前第３四半期連結累計期間
（自　平成21年２月１日
 至　平成21年10月31日） 

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年２月１日
 至　平成22年10月31日） 

１株当たり四半期純利益金額
44.70　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　
円 １株当たり四半期純利益金額

189.34　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　
円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

 　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成21年２月１日
至　平成21年10月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年２月１日
至　平成22年10月31日）

１株当たり四半期純利益金額   

四半期純利益（千円） 452,367 1,915,985

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 452,367 1,915,985

期中平均株式数（千株） 10,119 10,119

 

前第３四半期連結会計期間
（自　平成21年８月１日
 至　平成21年10月31日） 

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年８月１日
 至　平成22年10月31日） 

１株当たり四半期純利益金額
21.10　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　
円 １株当たり四半期純利益金額

47.83　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　
円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

 　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結会計期間
（自　平成21年８月１日
至　平成21年10月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年８月１日
至　平成22年10月31日）

１株当たり四半期純利益金額   

四半期純利益（千円） 213,593 484,063

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 213,593 484,063

期中平均株式数（千株） 10,119 10,119

　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

（リース取引関係）

前連結会計年度の末日と比べて著しい変動はありません。
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２【その他】

　    平成22年９月９日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

　　　（イ）配当金の総額・・・・・・・・・・・・・・・・303,576千円

　　　（ロ）１株当たりの金額・・・・・・・・・・・・・・30円

　　　（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日・・・・・平成22年10月12日

　　（注）平成22年７月31日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年12月８日

ミライアル株式会社

取締役会　御中

有限責任監査法人トーマツ

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 吉村　孝郎　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 岡田　雅史　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているミライアル株式会社

の平成21年２月１日から平成22年１月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成21年８月１日から平成21

年10月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成21年２月１日から平成21年10月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ミライアル株式会社及び連結子会社の平成21年10月31日現在の財政状態、

同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期 報

告書提出会社）が別途保管しております。

 　　　 ２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成22年12月７日

ミライアル株式会社

取締役会　御中

有限責任監査法人トーマツ

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 吉村　孝郎　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 岡田　雅史　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているミライアル株式会社

の平成22年２月１日から平成23年１月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成22年８月１日から平成22

年10月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成22年２月１日から平成22年10月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ミライアル株式会社及び連結子会社の平成22年10月31日現在の財政状態、

同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期 報

告書提出会社）が別途保管しております。

 　　　 ２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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